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(57)【要約】
【課題】本発明は、キーボードを薄型にした場合におい
てもキートップのリンク機構からの抜去力の低下が少な
いキースイッチ構造の提供を目的とする。
【解決手段】キートップ１１０をバックシート１７０に
対して接離可能に支持するリンク機構１２８を備え、リ
ンク機構１２８は、一端側がバックプレート１７０の表
面に回動可能に保持されるとともに、他端側がキートッ
プ１１０の裏面に摺動可能に保持される第１リンク部材
１２０と、第１リンク部材１２０と回動可能に連結され
るとともに、一端側が、キートップ１１０の裏面に設け
られた回転支持部１１２に回動可能に係合し、他端側が
バックプレート１７０の表面を摺動可能に保持される第
２リンク部材１３０と、を備え、第２リンク部材１３０
に設けられた凹部１３１と、回転支持部１１２に形成さ
れ、凹部１３１と係合して、キートップ１１０が第２リ
ンク部材１３０から外れるのを制限する突起１１３と、
を有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　押し下げられて接点を導通させるキートップをバックプレートに対して接離可能に支持
するリンク機構を備えたキースイッチ構造において、
　前記リンク機構が、
　一端側が、前記キートップの裏面に設けられた回転支持部に回動可能に係合し、他端側
が前記バックプレートの表面を摺動可能に保持される一のリンク部材と、
　前記一のリンク部材と回動可能に連結されるとともに、一端側が前記バックプレートの
表面に回動可能に保持され、他端側が前記キートップの裏面に摺動可能に保持される他の
リンク部材と、
を備え、
　前記一のリンク部材に設けられた係合部と、
　前記回転支持部に形成され、前記係合部と係合して、前記キートップが前記一のリンク
部材から外れるのを制限する被係合部と、
を有するキースイッチ構造。
【請求項２】
　前記係合部は、前記一のリンク部材に形成され、前記バックプレート側が開口した凹部
であり、
　前記被係合部は、前記回転支持部に形成され、前記開口から前記凹部に嵌る突起である
請求項１に記載のキースイッチ構造。
【請求項３】
　前記係合部は、前記一のリンク部材に形成された突起であり、
　前記被係合部は、前記回転支持部に形成され、前記バックプレート側が閉じているとと
もに、前記突起が嵌る凹部である請求項１に記載のキースイッチ構造。
【請求項４】
　前記一のリンク部材の一端側には回転ピンが形成されているとともに、
　前記回転支持部は、前記回転ピンを支承する凹陥面である回転支持面が互いに対向する
側の面に形成された１対の回転支持爪を有し、
　前記凹部は、前記一のリンク部材における前記回転ピンの近傍に形成され、
　前記突起は、前記回転支持爪に形成されている
請求項２に記載のキースイッチ構造。
【請求項５】
　前記一のリンク部材の一端側には回転ピンが形成されているとともに、
　前記回転支持部は、前記回転ピンを支承する凹陥面である回転支持面が互いに対向する
側の面に形成された１対の回転支持爪を有し、
　前記突起は、前記一のリンク部材における前記回転ピンの近傍に形成され、
　前記凹部は、前記回転支持爪に形成されている
請求項３に記載のキースイッチ構造。
【請求項６】
　前記回転支持爪の前記凹陥面が形成された側とは反対側の面に溝が形成されている請求
項４または５に記載のキースイッチ構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はキースイッチ構造に関し、特に、情報処理機器、測定機器、医療機器、パーソ
ナルコンピュータ、ワードプロセッサなどのキーボードに用いられるキースイッチ構造に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　キーボードにおいては、キートップのどの部分を押下してもキートップが傾くことなく
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下降する所謂操作性を確保することが要求されている。そのような要求を満たすキースイ
ッチ構造として、キートップとその下に設けられ、キートップを上下方向に案内するリン
ク機構とを有するキースイッチ構造が開発された（例えば特許文献１を参照のこと）。
【０００３】
　上記キースイッチ構造においては、枠状に形成された外側のリンク部材と、同じく枠状
に形成された内側のリンク部材と、をＸ字型に組み合わせてリンク機構が構成され、この
リンク機構がキートップとバックプレートとの間に設けられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第４３４１７３３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、キースイッチ構造が上記の構造とされたキーボードにおいては、キーボ
ードが薄型化された場合、キーボードの使用時、とくにキー押下時にキートップに指の爪
等が引っ掛かるとキートップがリンク機構から外れ易いという問題があった。
【０００６】
　本発明は、上記問題を解決すべく成されたもので、キートップがリンク機構から外れ難
いキースイッチ構造の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１に記載の発明は、押し下げられて接点を導通させるキートップをバックプレー
トに対して接離可能に支持するリンク機構を備えたキースイッチ構造において、前記リン
ク機構が、一端側が、前記キートップの裏面に設けられた回転支持部に回動可能に係合し
、他端側が前記バックプレートの表面を摺動可能に保持される一のリンク部材と、前記一
のリンク部材と回動可能に連結されるとともに、一端側が前記バックプレートの表面に回
動可能に保持され、他端側が前記キートップの裏面に摺動可能に保持される他のリンク部
材と、を備え、前記一のリンク部材に設けられた係合部と、前記回転支持部に形成され、
前記係合部と係合して、前記キートップが前記一のリンク部材から外れるのを制限する被
係合部と、を有するキースイッチ構造、を備えることを特徴とする。
【０００８】
　請求項１のキースイッチ構造においては、キートップの裏面の回転支持部に回動可能に
係合される一のリンク部材に係合部が、回転支持部に被係合部が設けられている。そして
、一のリンク部材の係合部が回転支持部の被係合部に係合しているため、キートップをリ
ンク機構に対して持ち上げてもキートップが前記リンク機構から外れ難い。
【０００９】
　請求項２に記載の発明は、請求項１のキースイッチ構造において、前記係合部が、前記
一のリンク部材に形成され、前記バックプレート側が開口した凹部であり、前記被係合部
が、前記回転支持部に形成され、前記開口から前記凹部に嵌る突起であることを特徴とす
る。
【００１０】
　請求項２のキースイッチ構造においては、係合部は、一のリンク部材に形成され、バッ
クプレート側が開口した凹部である。一方、被係合部は、回転支持部に設けられ、前記凹
部に嵌る突起である。
【００１１】
　したがって、キートップをリンク機構に対して持ち上げても、凹部の開口していない側
の壁に突起が掛かるので、キートップが一のリンク部材から外れ難い。
【００１２】
　請求項３の発明は、請求項１に記載のキースイッチ構造において、前記係合部が、前記
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一のリンク部材に形成された突起であり、前記被係合部が、前記回転支持部に形成され、
前記バックプレート側が閉じているとともに、前記突起が嵌る凹部であることを特徴とす
る。
【００１３】
　請求項３のキースイッチ構造においては、係合部は、一のリンク部材に形成された突起
である。一方、被係合部は、回転支持部に設けられ、バックプレート側が閉じているとと
もに、前記突起が嵌る凹部である。したがって、キートップをリンク機構に対して持ち上
げても、凹部のバックプレート側の壁に突起が掛かるので、キートップが一のリンク部材
から外れ難い。
【００１４】
　請求項４の発明は、請求項２に記載のキースイッチ構造において、前記一のリンク部材
の一端側には回転ピンが形成されているとともに、前記回転支持部は、前記回転ピンを支
承する凹陥面である回転支持面が互いに対向する側の面に形成された１対の回転支持爪を
有し、前記凹部は、前記一のリンク部材における前記回転ピンの近傍に形成され、前記突
起は、前記回転支持爪に形成されていることを特徴とする。
【００１５】
　請求項４のキースイッチ構造においては、一のリンク部材の回転ピンを一対の回転支持
爪の間に挿入すると、回転支持爪が互いに広がる方向に弾性変形して、回転ピンが凹陥面
に支承されるとともに、一のリンク部材に形成された凹部には回転支持爪に形成された突
起が嵌入する。したがって、回転ピンを凹陥面に支承されるまで回転支持爪の間に圧入す
るだけで、一のリンク部材を回転支持部に装着できる。
【００１６】
　請求項５に記載の発明は、請求項３に記載のキースイッチ構造において、前記一のリン
ク部材の一端側には回転ピンが形成されているとともに、前記回転支持部は、前記回転ピ
ンを支承する凹陥面である回転支持面が互いに対向する側の面に形成された１対の回転支
持爪を有し、前記突起は、前記一のリンク部材における前記回転ピンの近傍に形成され、
前記凹部は、前記回転支持爪に形成されていることを特徴とする。
【００１７】
　請求項５に記載のキースイッチ構造においても、一のリンク部材の回転ピンを１対の回
転支持爪の間に挿入すると、回転支持爪が互いに広がる方向に弾性変形して、回転ピンが
凹陥面に支承される。そして、一のリンク部材の突起が回転支持爪の凹部に嵌入する。し
たがって、回転ピンを凹陥面に支承されるまで回転支持爪の間に圧入するだけで、一のリ
ンク部材をキートップ裏面の回転支持部に装着できる。
【００１８】
　請求項６に記載の発明は、請求項４または５に記載のキースイッチ構造において、前記
回転支持爪の前記凹陥面が形成された側とは反対側の面に溝が形成されていることを特徴
とする。
【００１９】
　請求項のスイッチ構造においては、回転支持爪における凹陥面が形成された側とは反対
側の面に溝を形成することにより、回転支持爪が薄肉とされているから、キートップの上
面の板厚が薄くなった場合においても、回転支持爪を形成した部分にヒケなどの成形不良
が生じるのを防止できる。
【発明の効果】
【００２０】
　以上説明したように本発明によれば、キートップがリンク機構から外れ難いキースイッ
チ構造が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】図１は、実施形態１に係るキースイッチ構造の全体的な構成を示す断面図である
。
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【図２】図２は、実施形態１に係るキースイッチ構造の全体的な構成を示す斜め上方から
見た分解斜視図である。
【図３】図３は、実施形態１に係るキースイッチ構造において、第１リンク部材と第２リ
ンク部材とが組み合わされてリンク機構を構成した状態を示す斜め上方から見た分解斜視
図である。
【図４】図４は、実施形態１に係るキースイッチ構造の全体的な構成を示す斜め下方から
見た分解斜視図である。
【図５】図５は、実施形態１に係るキースイッチ構造において第１リンク部材と第２リン
ク部材とをキートップの裏面に組み付けたところを下方から見た平面図である。
【図６】図６（Ａ）は、実施形態１に係るキースイッチ構造が備えるキートップの裏面に
おける回転支持爪およびその周辺を下方から見た構成を示す平面図であり、図６（Ｂ）は
、前記キースイッチ構造が備える第２リンク部材における回転ピンおよびその周囲を上方
から見た構成を示す平面図である。
【図７】図７（Ａ）は、実施形態１に係るキースイッチ構造において、キートップを図６
（Ａ）における平面Ａ－Ａに沿って切断した断面を回転支持爪に向かって見た断面図であ
り、図７（Ｂ）は、第２リンク部材を図６（Ｂ）における平面Ｂ－Ｂに沿って切断した断
面を切込部の底面に向かって見た断面図である。
【図８】図８（Ａ）は、実施形態１に係るキースイッチ構造におけるキートップの回転支
持爪に形成された突起と、第２リンク部材の凹部と、の係合関係を示す拡大平面図であり
、図８（Ｂ）は、前記係合関係を示す拡大側面図である。
【図９】図９（Ａ）は、実施形態２に係るキースイッチ構造が備えるキートップの裏面に
おける回転支持爪およびその周辺を下方から見た構成を示す平面図であり、図９（Ｂ）は
、前記キースイッチ構造が備える第２リンク部材における回転ピンおよびその周囲を上方
から見た構成を示す平面図である。
【図１０】図１０（Ａ）は、実施形態２に係るキースイッチ構造において、キートップを
図９（Ａ）における平面Ａ－Ａに沿って切断した断面を回転支持爪に向かって見た断面図
であり、図１０（Ｂ）は、第２リンク部材を図９（Ｂ）における平面Ｂ－Ｂに沿って切断
した断面を切込部の底面に向かって見た断面図である。
【図１１】図１１（Ａ）は、実施形態３に係るキースイッチ構造が備えるキートップの裏
面における回転支持爪およびその周辺を下方から見た構成を示す平面図であり、図１１（
Ｂ）は、前記キースイッチ構造が備える第２リンク部材における回転ピンおよびその周囲
を上方から見た構成を示す平面図である。
【図１２】図１２（Ａ）は、実施形態３に係るキースイッチ構造において、キートップを
図１１（Ａ）における平面Ａ－Ａに沿って切断した断面を回転支持爪に向かって見た断面
図であり、図１２（Ｂ）は、第２リンク部材を図１１（Ｂ）における平面Ｂ－Ｂに沿って
切断した断面を切込部の底面に向かって見た断面図である。
【図１３】図１３（Ａ）は、実施形態４に係るキースイッチ構造が備えるキートップの裏
面における回転支持爪およびその周辺を下方から見た構成を示す平面図であり、図１３（
Ｂ）は、前記キースイッチ構造が備える第２リンク部材における回転ピンおよびその周囲
を上方から見た構成を示す平面図である。
【図１４】図１４（Ａ）は、実施形態４に係るキースイッチ構造において、キートップを
図１３（Ａ）における平面Ａ－Ａに沿って切断した断面を回転支持爪に向かって見た断面
図であり、図１４（Ｂ）は、第２リンク部材を図１３（Ｂ）における平面Ｂ－Ｂに沿って
切断した断面を切込部の底面に向かって見た断面図である。
【図１５】図１５（Ａ）は、実施形態５に係るキースイッチ構造が備えるキートップの裏
面における回転支持爪およびその周辺を下方から見た成を示す平面図であり、図１５（Ｂ
）は、前記キースイッチ構造が備える第２リンク部材における回転ピンおよびその周囲を
上方から見た構成を示す平面図である。
【図１６】図１６（Ａ）は、実施形態５に係るキースイッチ構造において、キートップを
図１５（Ａ）における平面Ａ－Ａに沿って切断した断面を回転支持爪に向かって見た断面
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図であり、図１６（Ｂ）は、第２リンク部材を図１５（Ｂ）における平面Ｂ－Ｂに沿って
切断した断面を切込部の底面に向かって見た断面図である。
【図１７】図１７（Ａ）は、実施形態６に係るキースイッチ構造が備えるキートップの裏
面における回転支持爪およびその周辺を下方から見た構成を示す平面図であり、図１７（
Ｂ）は、キートップを図１７（Ａ）における平面Ｃ－Ｃで切断した断面を回転支持爪に向
かって見た断面図であり、図１７（Ｃ）は前記キースイッチ構造が備える第２リンク部材
における回転ピンおよびその周囲を上方から見た構成を示す平面図である。
【図１８】図１８（Ａ）は、実施形態６に係るキースイッチ構造において、キートップを
図１７（Ａ）における平面Ａ－Ａに沿って切断した断面を回転支持爪に向かって見た断面
図であり、図１８（Ｂ）は、第２リンク部材を図１７（Ｂ）における平面Ｂ－Ｂに沿って
切断した断面を切込部の底面に向かって見た断面図である。
【図１９】図１９は、実施形態７に係るキースイッチ構造の全体的な構成を示す断面図で
ある。
【図２０】図２０は、実施形態７に係るキースイッチ構造の全体的な構成を示す斜め上方
から見た分解斜視図である。
【図２１】図２１は、実施形態７に係るキースイッチ構造において、第１リンク部材と第
２リンク部材とが組み合わされてリンク機構を構成した状態を示す斜め上方から見た分解
斜視図である。
【図２２】図２２は、実施形態７に係るキースイッチ構造の全体的な構成を示す斜め下方
から見た分解斜視図である。
【図２３】図２３は、実施形態７に係るキースイッチ構造において第１リンク部材と第２
リンク部材とをキートップの裏面に組み付けたところを下方から見た平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
１．実施形態１
　以下、図面を参照して本発明のキースイッチ構造の第１の例であるキースイッチ構造１
００について説明する。
（構成）
　図１～図４に示すように、キースイッチ構造１００は、キートップ１１０と、第１リン
ク部材１２０と第２リンク部材１３０とを含んで構成されるリンク機構１２８と、弾性部
材の一例としてのラバードーム１４０と、メンブレンシート１６０と、第１ホルダ１５０
及び第２ホルダ１５２が取り付けられたバックプレート１７０と、を含んで構成されてい
る。ここで、第１リンク部材１２０は本発明の他のリンク部材であり、第２リンク部材１
３０は本発明の一のリンク部材である。
【００２３】
　バックプレート１７０は金属製あるいは硬質の樹脂製など、ある程度の硬度と剛性を備
えた素材で形成された板材であり、メンブレンシート１６０は、スペーサシート１６０Ｂ
を挟んで配線パターンが印刷された上部シート１６０Ａと下部シート１６０Ｃとが貼合さ
れた構成とされており、バックプレート１７０の表面に貼付される柔軟な素材で形成され
ている。
【００２４】
　図２～図４に示すように、メンブレンシート１６０は、第１ホルダ１５０、第２ホルダ
１５２の位置に合わせてメンブレンシート１６０に設けられた穴１６２、１６４からそれ
ぞれ第１ホルダ１５０、第２ホルダ１５２を突出させた状態で、バックプレート１７０上
に貼付されている。
【００２５】
　図１に示すようにメンブレンシート１６０の中央には接点部１６６が設けられている。
接点部１６６は、上部シート１６０Ａに設けられた上部接点１６６Ａと下部シーと１６０
Ｃに設けられた下部接点１６６Ｂとからなる。この接点部１６６上においてキートップ１
１０との間にラバードーム１４０が接着剤などで固定されている。ラバードーム１４０は
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ゴム等を素材として略カップ状に形成され、上部中央に嵌合穴１４２を有し、内面の中央
部には接点押下部１４４がメンブレンシート１６０に向けて突出形成されている。
【００２６】
　キートップ１１０が押下されることにより、キートップ１１０は、後述するリンク機構
１２８の作用によってメンブレンシート１６０（バックプレート１７０）に向けて平行を
保ちながら移動してラバードーム１４０が圧縮変形すると共に、内部に形成されている接
点押下部１４４がメンブレンシート１６０の接点部１６６が設けられた部分を押圧する。
【００２７】
　メンブレンシート１６０の接点部１６６の部分が押圧されると、上部接点１６６Ａと下
部接点１６６Ｂとが接触して電気的に接続され、スイッチとして閉成状態となる。
【００２８】
　キートップ１１０の押下を解除すると、各構成部品はラバードーム１４０とメンブレン
シート１６０との復元力（弾性）によって元の状態に戻り、メンブレンシート１６０の接
点部１６６が接触を失い、電気的接触が絶たれるためスイッチは開放状態となる。
【００２９】
　以下、第１リンク部材１２０と第２リンク部材１３０とリンク機構１２８とについて説
明する。
　図３に示すように、第１リンク部材１２０と第２リンク部材１３０とは、第１リンク部
材１２０の内側に第２リンク部材１３０が嵌り込む入れ子構造となっており、これら第１
リンク部材１２０と第２リンク部材１３０とでパンタグラフ方式のリンク機構１２８が構
成されている。
【００３０】
　図２～図５に示すように、第１リンク部材１２０はリンク機構１２８の外側のリンク部
材であって、略矩形枠状に形成された枠体１２１と、枠体１２１の一端側に形成され、バ
ックプレート１７０の第１ホルダ１５０に挿入されて回動可能に保持される一対の回転ピ
ン１２４と、枠体１２１の他端側に形成され、キートップ１１０の裏側（メンブレンシー
ト１６０に対向する側）の面において水平方向、言い換えればメンブレンシート１６０の
面方向に沿ってスライド可能に保持される１対の摺動ピン１２２と、枠体１２１の中央部
から内側に突出した一対の回転軸１２６と、を備える。
【００３１】
　図２～図５に示すように、第２リンク部材１３０は、リンク機構１２８の内側のリンク
部材であって、中央部には、ラバードーム１４０を逃げるための円形状の逃げ孔１３６が
開口している。したがって、第２リンク部材１３０もまた、全体として枠体状とされてい
る。
【００３２】
　第２リンク部材１３０の一端側の端縁は、２箇所において逃げ孔１３６に向かう方向、
言い換えれば他端側に向かう方向に凹陥して互いに平行な切込部１３９とされている。そ
して、２つの切込部１３９の間の部分は内梯部１３５とされ、夫々の切込部１３９の外側
の部分は外梯部１３３とされている。
【００３３】
　図２～図８に示すように、外梯部１３３と内梯部１３５との間、言いかえれば夫々の切
込部１３９の互いに対向する１対の側壁面の間には、回転ピン１３４が形成されており、
後述するように、第２リンク部材１３０は、回転ピン１３４においてキートップ１１０の
裏面において回動可能に保持されている。そして、外梯部１３３の内側の面、言い換えれ
ば切込部１３９の外側の側壁面における回転ピン１３４と切込部１３９の底面との間の部
分に本発明の係合部の一例である凹部１３１が形成されている。凹部１３１は、下方、換
言すればメンブレンシート１６０（バックシート１７０）に向かって開口しているが、上
方に向かっては閉じている。
【００３４】
　一方、第２リンク部材１３０の他端側の端縁は、１箇所において逃げ孔１３６に向かう
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方向、言い換えれば一端側に向かう方向に凹陥している。そして、前記凹陥部の互いに対
向する１対の側壁面の間に摺動ピン１３２が形成されている。摺動ピン１３２は、バック
プレート１７０の第２ホルダ１５２に挿入されて水平方向に沿って摺動可能に保持される
。
【００３５】
　図２～図５に示すように、第２リンク部材１３０の中央部には、第１リンク部材１２０
の回転軸１２６が嵌り込む軸穴１３８が形成されている。第１リンク部材１２０と第２リ
ンク部材１３０とは、第１リンク部材１２０の回転軸１２６が第２リンク部材１３０の軸
穴１３８に嵌り込むことによって互いに回動可能に支持される。
【００３６】
　図１～図５に示すように、キートップ１１０の裏側の面には、第２リンク部材１３０の
回転ピン１３４を回動可能に支持する１対の回転支持部１１２と、第１リンク部材１２０
の摺動ピン１２２を回動可能にかつ水平方向（キートップ１１０の裏側の面に沿った方向
）に平行移動（摺動）可能に支持する１対のスライド支持部１１４と、が設けられている
。
【００３７】
　図１～図８に示すように、回転支持部１１２は、夫々一対の回転支持爪１１１を備える
。回転支持爪１１１における回転ピン１３４の支承面には回転ピン１３４の外周面に合わ
せた曲率半径を有する円筒面状の凹陥面である回転支持面１１１Ａが形成されているとと
もに、回転支持面１１１Ａが形成された側とは反対側の面には溝が形成されている。した
がって、回転支持爪１１１は、下方から見ると回転支持面１１１Ａに向かって凹陥するコ
の字型断面、言い換えればＣ字型断面を有している。
【００３８】
　図１～図８に示すように、１対の回転支持爪１１１のうち、スライド支持部１１４寄り
の回転支持爪１１１、換言すればキー中心側の回転支持爪１１１における外側の側壁の下
端部には、第２リンク部材１３０の凹部１３１と係合する突起１１３が設けられている。
突起１１３は本発明の被係合部の一例である。突起１１３は、上方に向かって拡大する楔
状の断面を有している。
【００３９】
　したがって、第２リンク部材１３０の回転ピン１３４を１対の回転支持爪１１１の間に
挿入して回転支持面１１Ａで支承された状態とすると、図５、図７、および図８に示すよ
うに回転支持爪１１１の突起１１３が第２リンク部材１３０の凹部１３１に嵌り込む。
【００４０】
　また、図５および図８（Ａ）に示したように、第２リンク部材１３０をキートップ１１
０に組み付けた状態において、回転支持爪１１１の内側の側面と第２リンク部材１３０の
内梯部１３５との間、言い換えれば回転支持爪１１１の内側の側面と第２リンク部材１３
０における切込部１３９の凹部１３１が形成された側とは反対側の側壁面との間には隙間
が形成される。
【００４１】
（キースイッチ構造の組み立て手順）
　実施形態１のキースイッチ構造１００は以下の手順に沿って組み立てることができる。
先ず、第１リンク部材１２０の内側に第２リンク部材１３０を嵌め込み、第１リンク部材
１２０の回転軸１２６を第２リンク部材１３０の軸穴１３８に嵌めこんでリンク機構１２
８を構成する。
【００４２】
　次いで、リンク機構１２８における第１リンク部材１２０の回転ピン１２４をバックプ
レート１７０の第１ホルダ１５０に、第２リンク部材１３０の摺動ピン１３２をバックプ
レート１７０の第２ホルダ１５２に嵌め込む。
【００４３】
　最後に、第２リンク部材１３０の回転ピン１３４をキートップ１１０の回転支持部１１
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２に嵌め込むとともに、第１リンク部材１２０の摺動ピン１２２をスライド支持部１１４
に嵌め込む。
【００４４】
　回転ピン１３４をキートップ１１０の回転支持部１１２に嵌め込むと、回転ピン１３４
は、回転支持部１１２を構成する一対の回転支持爪１１１の間に挿入され、回転支持面１
１１Ａで支承される。
【００４５】
　前述のように一対の回転支持爪１１１のうち、一方における外側の面の下端部には突起
１１３が突設されているから、回転ピン１３４を回転支持爪１１１の間に挿入すると、突
起１１３が第２リンク部材１３０における外梯部１３３の内側の面、言い換えれば切込部
１３９の外側の面と干渉する。
【００４６】
　しかしながら、図５および図８（Ａ）に示すように、回転支持爪１１１の内側の面と第
２リンク部材１３０の内梯部１３５との間には隙間があるから、キー中心側の回転支持爪
１１１とキー周縁側の回転支持爪１１１とは互いに間隔が広がる方向に変形するとともに
、キー中心側の回転支持爪は互いに近接する方向に、換言すれば第２リンク部材１３０に
おける内梯部１３５に向かって弾性変形する。これにより、突起１１３が外梯部１３３の
内側の面を乗り越える。
【００４７】
　回転支持爪１１１の突起１１３が外梯部１３３を乗り越えると、回転支持爪１１１は弾
性変形前の位置に戻る。これにより、回転ピン１３４が回転支持面１１１Ａに嵌め込まれ
ると同時に、突起１１３が外梯部１３３に形成された凹部１３１と係合する。
【００４８】
 (作用）
　図３に示すように、実施形態１のキースイッチ構造１００においては、第１リンク部材
１２０と第２リンク部材１３０とはＸ字型に交差してリンク機構１２８を構成しているか
ら、前述のように、リンク機構１２８は、第１リンク部材１２０の回転ピン１２４と第２
リンク部材１３０の摺動ピン１３２とにおいてバックプレート１７０に保持されるととも
に、第１リンク部材１２０の摺動ピン１２２と第２リンク部材１３０の回転ピン１３４と
においてキートップ１１０に保持される。
【００４９】
　通常状態（キートップ１１０を押下していない状態）では、ラバードーム１４０は、キ
ートップ１１０を、メンブレンシート１６０（バックプレート１７０）から離れる方向へ
付勢しており、この付勢力は、第１リンク部材１２０と第２リンク部材１３０との交差角
度が大となる方向へ作用する。
【００５０】
　キートップ１１０を押下すると、第１リンク部材１２０の回転ピン１２４がバックプレ
ート１７０の第１ホルダ１５０の内部で、第２リンク部材１３０の回転ピン１３４がキー
トップ１１０の回転支持部１１２の内側で回転するとともに、第１リンク部材１２０の摺
動ピン１２２がキートップ１１０のスライド支持部１１４の内側において第２リンク部材
１３０の回転ピン１３４から遠ざかる方向に向かって水平に摺動する。同時に、第２リン
ク部材１３０の摺動ピン１３２は、バックプレート１７０の第２ホルダ１５２の内部にお
いて第１リンク部材１２０の回転ピン１２４から遠ざかる方向に向かって水平に摺動する
。
【００５１】
　これによって、第１リンク部材１２０と第２リンク部材１３０とは全体として交差角度
が小さくなる方向に回転するから、キートップ１１０は、水平状態を保ちながらメンブレ
ンシート１６０（バックプレート１７０）に向けて移動してラバードーム１４０を圧縮変
形させ、接点押下部１４４がメンブレンシート１６０の接点部１６６を押圧してスイッチ
として閉成状態となる。
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【００５２】
　キートップ１１０から手を離すと、キートップ１１０は、リンク機構１２８によって平
行を保ちながら、ラバードーム１４０及びリンク機構１２８の作用によってメンブレンシ
ート１６０（バックプレート１７０）から離れる方向に押下前の高さまで復帰し、接点押
下部１４４はメンブレンシート１６０の接点部１６６から離間してスイッチとしては開放
状態となる（図１参照）。
【００５３】
　一方、第２リンク部材１３０の回転ピン１３４がキートップ１１０の回転支持部１１２
に填め込まれた状態においては、回転支持爪１１１の突起１１３が外梯部１３３に設けら
れた凹部１３１に嵌り込み、図７に示すように、突起１１３の上面１１３Ａが凹部１３１
の天井面１３１Ａに相対する状態となる。したがって、リンク機構１２８に対してキート
ップ１１０をある程度持ち上げると、突起１１３が凹部１３１の天井面１３１Ａに引っ掛
かり、キートップ１１０はそれ以上持ち上がらなくなる。故に、キーボードが薄型化され
た場合においても、キートップ１１０はリンク機構１２８、具体的には第２リンク部材１
３０から外れ難くなるから、キー押下時にキートップ１１０に指の爪等が引っ掛かった程
度ではキートップ１１０は外れなくなる。
【００５４】
　また、図８（Ａ）に示すように、回転支持爪１１１の外側の面と外梯部１３３の内側の
面との間には殆ど隙間がないから、図８（Ｂ）において斜線を付した部分が示すように、
キートップ１１０が上昇するときも下降するときも、第２リンク部材１３０は、回転支持
爪１１１の外側の面と外梯部１３３の内側の面とが接触を保った状態でキートップ１１０
の回転支持爪１１１に対して回転する。これにより、キートップ１１０がリンク機構１２
８に対して回転することが抑止される。
【００５５】
　また、回転支持爪１１１は、コの字型断面とされているから薄肉であり、キートップの
天井の肉が薄くなった場合においても係止爪の部分にヒケなどの成形不良が生じることを
抑止できる。
【００５６】
２．実施形態２
　以下、図面を参照して本発明のキースイッチ構造の第２の例であるキースイッチ構造１
０２について説明する。
【００５７】
（構成）
　キースイッチ構造１０２において、バックプレート１７０、第１ホルダ１５０、第２ホ
ルダ１５２、メンブレンシート１６０、ラバードーム１４０、第１リンク部材１２０の構
成は、実施形態１のキースイッチ構造１００と同一である。また、キートップ１１０にお
けるスライド支持部１１４の構成についても実施形態１のキースイッチ構造１００と同様
である。
【００５８】
　しかしながら、図９および図１０に示すように、第２リンク部材１３０においては、凹
部１３１は、外梯部１３３の内側の面における回転ピン１３４を挟んで切込部１３９の底
面とは反対側の部分、言い換えれば、言い換えれば切り込み部１３９の外側の側壁面にお
ける回転ピン１３４よりも端部側の部分に形成されている。そして、凹部１３１に嵌るべ
き突起１１３は、キートップ１１０の外壁１１０Ａに近い側の回転爪１１１、言い換えれ
ばキー周縁側の回転支持爪１１１における外側の側壁に設けられている。突起１１３は、
実施形態１のキースイッチ構造１００と同様に上方に向かって広がる楔状とされている。
【００５９】
　キースイッチ構造１０２においては、第２リンク部材１３０は、上記の点を除いては実
施形態１のキースイッチ構造１００における第２リンク部材１３０と同様の構成を有する
。
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【００６０】
（作用）
　キースイッチ構造１０２の組み立て手順は実施形態１のキースイッチ構造１００と同様
である。また作用についても、第２リンク部材１３０の回転ピン１３４をキートップ１１
０の回転支持爪１１１の間に挿入する際に、キー周縁側の回転支持爪１１１が、突起１１
３と外梯部１３３との相互干渉によって互いに近接する方向、言い換えれば第２リンク部
材１３０の内梯部１３５に向かって弾性変形する以外は実施形態１のキースイッチ構造１
００と同様である。
【００６１】
　実施形態２のキースイッチ構造１０２においては、回転支持部１１２におけるキー周縁
側の回転支持爪１１１に突起１１３が設けられ、凹部１３１は第２リンク部材１３０の外
梯部１３３の内側の面に設けられている。したがってキースイッチ構造１０４は、キー中
心側の回転支持爪１１１に突起１１３が設けられた実施形態１のキースイッチ構造１００
と比較して、キートップ１１０を爪で持ち上げたときの上下方向のがたが、より少ないと
いう特長を有する。
【００６２】
３．実施形態３
　以下、図面を参照して本発明のキースイッチ構造の第３の例であるキースイッチ構造１
０４について説明する。
【００６３】
（構成）
　キースイッチ構造１０４において、バックプレート１７０、第１ホルダ１５０、第２ホ
ルダ１５２、メンブレンシート１６０、ラバードーム１４０、第１リンク部材１２０の構
成は、実施形態１のキースイッチ構造１００と同一である。また、キートップ１１０にお
けるスライド支持部１１４の構成についても実施形態１のキースイッチ構造１００と同様
である。
【００６４】
　しかしながら、図１１および図１２に示すように、第２リンク部材１３０においては、
凹部１３１は、内梯部１３５の側面における回転ピン１３４と切込面１３９の底面との間
の部分、言い換えれば、切込部１３９の内側の側壁面における回転ピン１３４と切込面１
３９の底面との間の部分に形成されている。そして、凹部１３１と係合すべき突起１１３
は、キートップ１１０におけるキー中心側の回転支持爪１１１の内側の面に設けられてい
る。突起１１３は、実施形態１のキースイッチ構造１００と同様に上方に向かって広がる
楔状とされている。
【００６５】
　なお、第２リンク部材１３０をキートップ１１０に組み付けた状態においては、回転支
持爪１１１における外側の側面と、第２リンク部材１３０の外梯部１３３の内側の面、言
い換えれば切込部１３９の凹部１３１を形成した側とは反対側、即ち外側の側壁面と、の
間には隙間が形成される。
【００６６】
　キースイッチ構造１０４においては、第２リンク部材１３０は、上記の点を除いては実
施形態１のキースイッチ構造１００における第２リンク部材１３０と同様の構成を有する
。
【００６７】
（作用）
　キースイッチ構造１０４の組み立て手順は実施形態１のキースイッチ構造１００と同様
である。また作用についても、第２リンク部材１３０の回転ピン１３４をキートップ１１
０の回転支持爪１１１の間に挿入する際に、キー中心側の回転支持爪１１１が、突起１１
３と内梯部１３５との相互干渉によって第２リンク部材１３０における外梯部１３３に向
かう方向に弾性変形する以外は実施形態１のキースイッチ構造１００と同様である。
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【００６８】
　実施形態３のキースイッチ構造１０４においては、回転支持部１１２におけるキー中心
側の回転支持爪１１１の内側の面に突起１１３が設けられ、凹部１３１は第２リンク部材
１３０の内梯部１３５の側面に設けられている。そして、内梯部１３５は外梯部１３３と
比較して変形しにくい。したがって、実施形態３のキースイッチ構造１０４は、キー中心
側の回転支持爪１１１の外側の側面に突起１１３が設けられた実施形態１のキースイッチ
構造１００と比較して、キートップ１１０が、リンク機構１２８から外れ難い。
【００６９】
４．実施形態４
　以下、図面を参照して本発明のキースイッチ構造の第４の例であるキースイッチ構造１
０６について説明する。
【００７０】
　図１３および図１４に示すように、キースイッチ構造１０６においては、凹部１３１は
、第２リンク部材１３０の内梯部１３５の側面における回転ピン１３４に対して切込部１
３９の底面とは反対側の部分に形成されている。そして、凹部１３１と係合すべき突起１
１３は、キートップ１１０におけるキー周縁側の回転支持爪１１１の内側の面に設けられ
ている。以上の構成を除いて、キースイッチ構造１０６は、実施形態３のキースイッチ構
造１０４と同様の構成を有する。
【００７１】
　実施形態４のキースイッチ構造１０６においては、回転支持部１１２におけるキー周縁
側の回転支持爪１１１に突起１１３が設けられ、凹部１３１は第２リンク部材１３０の内
梯部１３５の側面、言い換えれば切込部１３９の内側の側壁面に設けられている。したが
って、キースイッチ構造１０６は、キー中心側の回転支持爪１１１に突起１１３が設けら
れた実施形態３のキースイッチ構造１０４と比較して、キートップ１１０を爪で持ち上げ
たときの上下方向のがたが、より少ないという特長を有する。
【００７２】
５．実施形態５
　以下、図面を参照して本発明のキースイッチ構造の第５の例であるキースイッチ構造１
０８について説明する。
【００７３】
　図１５および図１６に示すように、キースイッチ構造１０８は、キー中心側の回転支持
爪１１１の外側の側面だけではなく、キー周縁側の回転支持爪１１１の内側の側面にも突
起１１３を突設した構成とされている。
【００７４】
　したがって、第２リンク部材１３０においては、外梯部１３３の内側の面における回転
ピン１３４と切込部１３９の底部との間のみならず、内梯部１３５の側面における回転ピ
ン１３４を挟んで切込部１３９の底面とは反対側の部分にも凹部１３１が形成されている
。
【００７５】
　なお、図１５（Ｂ）に示すように、切込部１３９の外側の側壁面においては、凹部１３
１が設けられた部分は、回転ピン１３４を境として凹部１３１が設けられていない部分に
対して、内側に向かって、言い換えれば内梯部１３５に向かって突出している。そして、
外側の側壁部における凹部１３１が設けられた部分と凹部１３１が設けられていない部分
との間には段差が形成されている。
【００７６】
　一方、切込部１３９の内側の側壁面においては、凹部１３１が設けられた部分は、回転
ピン１３４を境として凹部が設けられていない部分に対して外側に向かって、言い換えれ
ば外梯部１３３に向かって突出している。そして、外側の側壁面と同様に、内側の側壁部
における凹部１３１が設けられた部分と凹部１３１が設けられていない部分との間には段
差が形成されている。
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【００７７】
　したがって、切込部１３９を上方から見ると、外梯部１３３に向かって広がるクランク
状とされ、第２リンク部材１３０をキートップ１１０に組み付けた状態においては、キー
中心側の回転支持爪１１１およびキー周縁側の回転支持爪１１１の突起１３３が設けられ
た側とは反対側の面と、切込部１３９における凹部１３１が設けられていない側の側壁面
との間に隙間が形成される。
　これにより、回転ピン１３４を回転支持部１１２に嵌め込む際に、キー中心側の回転支
持爪１１１およびキー周縁側の回転支持爪１１１の何れも突起１１３が第２リンク部材１
３０と干渉すると前記隙間に逃げる方向に弾性変形する。
【００７８】
　以上の構成を除いて、キースイッチ構造１０８は、実施形態１のキースイッチ構造１０
０と同様の構成を有する。
【００７９】
　実施形態５のキースイッチ構造１０８においては、回転支持部１１２におけるキー周縁
側およびキー中心側の回転支持爪１１１の何れにも突起１１３が設けられ、第２リンク部
材１３０の外梯部１３３の内側の面および内梯部１３５の側面の何れにも凹部１３１が設
けられている。したがって、キースイッチ構造１０８は、キー中心側の回転支持爪１１１
およびキー周縁側の回転支持爪１１１の何れか一方に突起１１３が設けられた形態のキー
スイッチ構造と比較して、キートップ１１０がリンク機構１２８から更に外れ難いという
特長を有する。
【００８０】
６．実施形態６
　以下、図面を参照して本発明のキースイッチ構造の第６の例であるキースイッチ構造１
０９について説明する。
【００８１】
（構成）
　キースイッチ構造１０９において、バックプレート１７０、第１ホルダ１５０、第２ホ
ルダ１５２、メンブレンシート１６０、ラバードーム１４０、第１リンク部材１２０の構
成は、実施形態１のキースイッチ構造１００と同一である。また、キートップ１１０にお
けるスライド支持部１１４の構成についても実施形態１のキースイッチ構造１００と同様
である。
【００８２】
　しかしながら、図１７および図１８に示すように、キースイッチ構造１０９においては
、キー中心側の回転支持爪１１１の外側の側面に被係合部の一例としての凹部１１５が形
成されている。したがって、キー中心側の回転支持爪１１１の厚さｄ１は、キー周縁側の
回転支持爪１１１の厚さｄ２よりも凹部１１５の深さの分だけ大きい。また、凹部１１５
は、スライド支持部１１４に向かう方向、換言すればキー中心側に向かって開いているが
、バックプレート１７０に向かう方向、下方には閉じた形態とされている。
【００８３】
　一方、第２リンク部材１３０においては、外梯部１３３の内側の面、言い換えれば切込
部１３９における外側の側壁面の回転ピン１３４を挟んで切込部１３９の底面とは反対側
の部分に、回転支持爪１１１の凹部１１５に係合する係合部の一例としての突起１３７が
形成されている。図１８に示すように、突起１３７は、下方に向かって広がる楔状とされ
ている。
【００８４】
　キースイッチ構造１０９においては、第２リンク部材１３０は、上記の点を除いては実
施形態１のキースイッチ構造１００における第２リンク部材１３０と同様の構成を有する
。
【００８５】
（作用）
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　キースイッチ構造１０９の組み立て手順は実施形態１のキースイッチ構造１００と同様
である。但し、第２リンク部材１３０の回転ピン１３４をキートップ１１０の回転支持爪
１１１の間に挿入する際に、外梯部１３３の突起１３７とキー中心側の回転支持爪１１１
との相互干渉によって、キー中心側の回転支持爪１１１が互いに近接する方向、換言すれ
ば内梯部１３５に向かって変形するとともに、外梯部１３３が外側に弾性変形する。
【００８６】
　また、前述のように、凹部１１５は、下方に閉じた形態とされ、突起１３７は下方に向
かって広がる楔状であるから、第２リンク部材１３０の回転ピン１３４がキートップ１１
０の回転し地面１１１Ａで支承された状態においては、突起１３７が回転支持爪１１１の
凹部１１５と係合し、図１８に示す突起１３７の底面１３７Ａが凹部１１５の底面１１５
Ａに相対する状態となる。したがって、リンク機構１２８に対してキートップ１１０をあ
る程度持ち上げると、突起１３７が凹部１１５の底面１１５Ａに引っ掛かり、それ以上持
ち上がらなくなる。
【００８７】
　また、凹部１１５が設けられているキー中心側の回転支持爪１１１の厚さｄ１は、実施
形態１のキースイッチ構造１００におけるキー中心側の回転支持爪１１１の厚さｄ２より
も大きいから、互いに近接する方向に弾性変形しにくい。したがって、突起１３７を凹部
１１５から脱出させるのに必要な抜去力は、キー中心側の回転支持爪とキー周縁側の回転
支持爪１１１との厚さをｄ２としたキースイッチ構造において突起１１３を凹部１３１か
ら脱出させるのに必要な抜去力よりも大きいから、実施形態６のキースイッチ構造は、キ
ー中心側の回転支持爪とキー周縁側の回転支持爪１１１との厚さをｄ２としたキースイッ
チ構造と比較してキートップ１１０はリンク機構１２８から更に外れ難い。
【００８８】
７．実施形態７
　以下、図面を参照して本発明のキースイッチ構造の第７の例であるキースイッチ構造２
００について説明する。
（構成）
　図１９～図２２に示すように、キースイッチ構造２００は、キートップ２１０と、第１
リンク部材２２０と第２リンク部材２３０とを含んで構成されるリンク機構２２８と、弾
性部材としてのラバードーム２４０と、メンブレンシート２６０と、第１ホルダ２５０及
び第２ホルダ２５２が取り付けられたバックプレート２７０と、を含んで構成されている
。ここで、第１リンク部材２２０および第２リンク部材２３０は、夫々本発明の一のリン
ク部材および他のリンク部材に相当する。
【００８９】
　バックプレート２７０は金属製あるいは硬質の樹脂製など、ある程度の硬度と剛性を備
えた素材で形成された板材であり、メンブレンシート２６０は図示しないスペーサシート
を挟んで配線パターンが印刷された２枚のシート、すなわち図示しない上部シートと下部
シートとが貼合された構成とされており、バックプレート２７０の表面に貼付される柔軟
な素材で形成されている。
【００９０】
　図２０～図２２に示すように、メンブレンシート２６０は、第１ホルダ２５０、第２ホ
ルダ２５２の位置に合わせてメンブレンシート２６０に設けられた穴２６２、２６４から
それぞれ第１ホルダ２５０、第２ホルダ２５２が突出するように、バックプレート２７０
上に貼付されている。
【００９１】
　図１９に示すようにメンブレンシート２６０の中央には接点部２６６が設けられている
。この接点部２６６上においてキートップ２１０との間にラバードーム２４０が接着剤な
どで固定されている。ラバードーム２４０はゴム等を素材として略カップ状に形成され、
上部中央に嵌合穴２４２を有し、内面の中央部には接点押下部２４４がメンブレンシート
２６０に向けて突出形成されている。
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【００９２】
　以下、第１リンク部材２２０と第２リンク部材２３０とリンク機構２２８とについて説
明する。
　図２１に示すように、第１リンク部材２２０と第２リンク部材２３０とは、第１リンク
部材２２０の内側に第２リンク部材２３０が嵌り込む入れ子構造となっており、これら第
１リンク部材２２０と第２リンク部材２３０とでパンタグラフ方式のリンク機構２２８が
構成されている。
【００９３】
　図２０～図２３に示すように、第１リンク部材２２０はリンク機構２２８の外側のリン
ク部材であって、略矩形枠状に形成された枠体２２１と、枠体２２１の一端側に形成され
、キートップ２１０の裏面（メンブレンシート２６０、言いかえればバックシート２７０
に対向する側の面）に回動可能に保持される一対の回転ピン２２４と、枠体２２１の他端
側に形成され、バックプレート２７０の摺動支持部２５２において水平方向、言い換えれ
ばメンブレンプレート２６０の面方向に沿ってスライド可能に保持される１対の摺動ピン
２２２と、枠体２２１の中央部から内側に突出した一対の回転軸２２６と、を備える。
【００９４】
　第１リンク部材２２０の枠体２２１の外側の面における回転ピン２２４の近傍には、バ
ックプレート２７０に向かう方向、言いかえれば下方に向かって開口した凹部２２７が形
成されている。
【００９５】
　図２０～図２３に示すように、第２リンク部材２３０は、リンク機構２２８の内側のリ
ンク部材であって、中央部には、ラバードーム２４０を逃げるための円形状の逃げ孔２３
６が開口している。したがって、第２リンク部材２３０もまた、全体として枠体状とされ
ている。
【００９６】
　第２リンク部材２３０の一端側の端縁は、２箇所において逃げ孔２３６に向かう方向、
言い換えれば他端側に向かう方向に凹陥して互いに平行な切込部２３９とされている。そ
して、２つの切込部２３９の間の部分は内梯部２３５とされ、夫々の切込部２３９の外側
の部分は外梯部２３３とされている。したがって外梯部２３３は２箇所、内梯部２３５は
１箇所形成されている。
【００９７】
　外梯部２３３と内梯部２３５との間には夫々回転ピン２３４が形成されており、後述す
るように、第２リンク部材２３０は、回転ピン２３４においてバックプレート２７０の第
１ホルダ２５０に回動可能に保持される。
【００９８】
　一方、第２リンク部材２３０の他端側の端縁は、１箇所において逃げ孔２３６に向かう
方向、言い換えれば一端側に向かう方向に凹陥している。そして、前記凹陥部の互いに対
向する１対の側壁面の間に摺動ピン２３２が形成されている。摺動ピン２３２は、後述す
るようにキートップ２１０の裏面において水平方向に沿って摺動可能に保持される。
【００９９】
　図２０～図２３に示すように、第２リンク部材２３０の中央部には、第１リンク部材２
２０の回転軸２２６が嵌り込む軸穴２３８が形成されている。第１リンク部材２２０と第
２リンク部材２３０とは、第１リンク部材２２０の回転軸２２６が第２リンク部材２３０
の軸穴２３８に嵌り込むことによって互いに回動可能に支持される。
【０１００】
　図１９～図２３に示すように、キートップ２１０の裏側の面には、第１リンク部材２３
０の回転ピン２２４を回動可能に支持する１対の回転支持部２１２と、第２リンク部材２
３０の摺動ピン２３２を回動可能にかつ水平方向（キートップ２１０の裏側の面に沿った
方向）に平行移動（摺動）可能に支持する１対のスライド支持部２１４とが設けられてい
る。
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【０１０１】
　図１９～図２３に示すように、回転支持部２１２は、夫々一対の回転支持爪２１１を備
える。回転支持爪２１１の互いに対応する側の面には回転ピン２２４の外周面に合わせた
曲率半径を有する円筒面状の凹陥面である回転支持面２１１Ａが形成され、回転ピン２２
４は回転支持面２１１Ａにおいて支承される。回転支持爪２１１における回転支持面２１
１Ａが形成された側と反対側の面には、溝が形成されているから、回転支持爪２１１は、
下方から見て回転支持面２１１Ａに向かって凹陥するコの字型断面、言い換えればＣ字型
断面とされている。
【０１０２】
　一対の回転支持爪２１１のうち、キー周縁側の回転支持爪２１１における内側の側壁の
下端部には、第１リンク部材２２０の凹部２２７と係合する突起２１３が設けられている
。突起２１３は、上方に向かって拡大する楔状の断面を有している。
【０１０３】
　したがって、第１リンク部材２２０の回転ピン２２４を回転支持爪１１１の間に挿入す
ると、回転支持爪２１１の突起２１３が第１リンク部材２２０の凹部２２７に嵌り込む。
【０１０４】
（キースイッチ構造の組み立て手順）
【０１０５】
　実施形態７のキースイッチ構造２００は、実施形態１のキースイッチ構造１００と同様
の手順に沿って組み立てることができる。先ず、第１リンク部材２２０の内側に第２リン
ク部材２３０を嵌め込み、第１リンク部材２２０の回転軸２２６を第２リンク部材２３０
の軸穴２３８に嵌めこんでリンク機構２２８を構成する。
【０１０６】
　次いで、リンク機構２２８における第２リンク部材２３０の回転ピン２３４をバックプ
レート２７０の第１ホルダ２５０に、第１リンク部材２２０の摺動ピン２２２をバックプ
レート２７０の第２ホルダ２５２に嵌め込む。
【０１０７】
　最後に、第１リンク部材２２０の回転ピン２２４をキートップ２１０の回転支持部２１
２に嵌め込むとともに、第２リンク部材２３０の摺動ピン２３２をスライド支持部２１４
に嵌め込む。
【０１０８】
　回転ピン２２４をキートップ２１０の回転支持部２１２に嵌め込むと、回転ピン２２４
は、回転支持部２１２を構成する一対の回転支持爪２１１の間に挿入され、回転支持面２
１１Ａの間に嵌め込まれる。ここで、前述のように一対の回転支持爪２１１のうち、キー
周縁側の回転支持爪２１１における内側の面の下端部には突起２１３が突設されているか
ら、回転ピン２２４を回転支持爪２１１の間に挿入すると、突起２１３が第１リンク部材
２２０における枠体２１１の外側の面と干渉する。これにより、キー中心側の回転支持爪
２１１とキー周縁側の回転支持爪２１１は互いに間隔が広がる方向に弾性変形するととも
に、キー周縁側の回転支持爪２１１は互いに離間する方向に、換言すれば第１リンク部材
２２０から遠ざかる方向に弾性変形する。これにより、突起２１３が枠体２２１の外側の
面を乗り越える。
【０１０９】
　回転支持爪２１１の突起２１３が枠体２２１の外側の面を乗り越えると、回転支持爪２
１１は弾性変形前の位置に戻る。これにより、回転ピン２２４が回転支持面２１１Ａで支
承されるとともに、突起２１３が凹部２２７に係合される。
【０１１０】
 (作用）
　図２１に示すように、実施形態７のキースイッチ構造２００においては、第１リンク部
材２２０と第２リンク部材２３０とはＸ字型に交差してリンク機構２２８を構成している
から、リンク機構２２８は、第１リンク部材２２０の摺動ピン２２２と第２リンク部材２
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３０の回転ピン２３４とにおいてバックプレート１７０に保持されるとともに、第１リン
ク部材２２０の回転ピン２２４と第２リンク部材２３０の摺動ピン２３２とにおいてキー
トップ２１０に保持される。
【０１１１】
　通常状態（キートップ２１０を押下していない状態）では、ラバードーム２４０は、キ
ートップ２１０を、メンブレンシート２６０から離れる方向へ付勢しており、この付勢力
は、第１リンク部材２２０と第２リンク部材２３０との交差角度が大となる方向へ作用す
る。
【０１１２】
　キートップ２１０を押下すると、第１リンク部材２２０の摺動ピン２２２がバックプレ
ート２７０の摺動支持部２５２の内部で第２リンク部材２３０の回転ピン２３４から遠ざ
かる方向に摺動するとともに、第２リンク部材２３０の摺動ピン２３２がキートップ２１
０の摺動支持部２１４の内側で第１リンク部材２２０の回転ピン２２４から遠ざかる方向
に摺動する。同時に、第１リンク部材２２０の回転ピン２２４がキートップ２１０の回転
支持部２１２の内側において回転するとともに、第２リンク部材２３０の回転ピン２３４
がバックプレート２７０の第１ホルダ２５０の内部において回転する。
【０１１３】
　これによって、第１リンク部材２２０と第２リンク部材２３０とは全体として交差角度
が小さくなる方向に回転するから、キートップ２１０は、水平状態を保ちながらメンブレ
ンシート２６０（バックプレート２７０）に向けて移動してラバードーム２４０を圧縮変
形させ、接点押下部２４４がメンブレンシート２６０の接点部２６６を押圧してスイッチ
として閉成状態となる。
【０１１４】
　キートップ２１０から手を離すと、キートップ２１０は、リンク機構２２８によって平
行を保ちながら、ラバードーム２４０及びリンク機構２２８の作用によってメンブレンシ
ート２６０（バックプレート２７０）から離れる方向に押下前の高さまで復帰し、接点押
下部２４４はメンブレンシート２６０の接点部２６６から離間してスイッチとしては開放
状態となる（図１９参照）。
【０１１５】
　一方、第１リンク部材２２０の回転ピン２２４がキートップ２１０の回転支持部２１２
に填め込まれた状態においては、回転支持爪２１１の突起２１３が第１リンク部材２２０
の凹部２２７と係合し、突起２１３の上面が凹部２２７の天井面に相対する状態となるか
ら、リンク機構２２８に対してキートップ２１０をある程度持ち上げると、突起２１３が
凹部２３７の天井面に引っ掛かり、それ以上持ち上がらなくなる。したがって、キーボー
ドが薄型化された場合においても、キートップ２１０がリンク機構２２８から外れ難くな
るから、キー押下時にキートップ２１０に指の爪等が引っ掛かった程度ではキートップ２
１０は外れなくなる。
【０１１６】
　図２０～図２３に示すように、回転支持爪２１１はコの字型断面とされ、薄肉とされて
いるから、キートップ２１０の天井の肉が薄くなった場合においても係止爪の部分にヒケ
などの成形不良が生じることを抑止できる。
【符号の説明】
【０１１７】
　　　１００      キースイッチ構造
　　　１０２      キースイッチ構造
　　　１０４      キースイッチ構造
　　　１０６      キースイッチ構造
　　　１０８      キースイッチ構造
　　　１０９      キースイッチ構造
　　　１１０      キートップ
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　　　１１１      回転支持爪
　　　１１１Ａ    回転支持面
　　　１１２      回転支持部
　　　１１３      突起
　　　１１４      スライド支持部
　　　１１５      凹部
　　　１２０      第１リンク部材
　　　１２２      摺動ピン
　　　１２４      回転ピン
　　　１２８      リンク機構
　　　１３０      第２リンク部材
　　　１３１      凹部
　　　１３１Ａ    天井面
　　　１３２      摺動ピン
　　　１３３      外梯部
　　　１３４      回転ピン
　　　１３５      内梯部
　　　１３７      突起
　　　１３９      切込部
　　　１５０      第１ホルダ
　　　１５２      第２ホルダ
　　　１６０      メンブレンシート
　　　１７０      バックプレート
　　　２００      キースイッチ構造
　　　２１０      キートップ
　　　２１１      回転支持爪
　　　２１１Ａ    回転支持面
　　　２１２      回転支持部
　　　２１３      突起
　　　２１４      スライド支持部
　　　２２０      第１リンク部材
　　　２２２      摺動ピン
　　　２２４      回転ピン
　　　２２７      凹部
　　　２２８      リンク機構
　　　２３０      第２リンク部材
　　　２３２      摺動ピン
　　　２３３      外梯部
　　　２３４      回転ピン
　　　２３５      内梯部
　　　２３９      切込部
　　　２５０      第１ホルダ
　　　２５２      第２ホルダ
　　　２６０      メンブレンシート
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